
令和4年3月25日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が活用した。

３：９０％以上の教員が活用した。

２：８０％以上の教員が活用した。

１：活用した教員が８０％以下であった。。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員取り組んだ。

３：９０％以上の教員が取り組んだ。

２：８０％以上の教員が取り組んだ。

１：取り組んだ教員が８０％以下であった。。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期１回以上行った。

３：年２回行った。

２：年１回行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が取り組んだ。

３：９０％以上の教員が取り組んだ。

２：８０％以上の教員が取り組んだ。

１：取り組んだ教員が８０％以下であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：年度間に３回以上行った。

３：年度間に２回行った。

２：年度間に１回行った。

１：実施しなかった。

４：年度間に６回以上行った。

３：年度間に３回以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

◇児童数７６１名、２３学級で、特別支援教室拠点校である。学区内には７町会あり、学校に対して非常に協力的で地域力が高い。
◇PTA活動、お父さんの会、同窓会活動が非常に盛んで児童の健全育成にすすんで関わっている。一昨年度開校８０周年事業を成功させ、「チーム馬三」としての連携がさらにすすんでいる。
◇学習場面では、一人一人が自らの考えをもって言語活動を通して交流する過程を重視し、主体的に学びに向かう力の育成を図っている。
◇縦割り班を活用した児童集会・なかよし給食・なかよし遊び等の異学年交流を通して、集団や社会における人間関係形成力の向上を図っている。
◇「運動大好き馬三の子」を目指して、「馬三元気アップタイム」等を計画的に行い、体力向上に努めている。
◇今年度、コミュニティ・スクールのモデル事業実施校として、地域の教育力を生かした特色ある学校づくりを進めていく。

Ｃ 0
体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4 １：
８０％
未満

Ｄ 0読書学習司書と連携して、児童の発達段
階に応じた読書活動の充実と、読解力の
向上を図る。

4

2

○今年度から外国語専科が配置され、高学年の外国
語科と、中学年の外国語活動の指導を外国語教育指
導員と連携して進めることになった。今まで以上に活
発な活動ができている。
○児童アンケート（７５３名中７３３名回答で回答率は
９７．３％）で「勉強が好き」と回答した児童の割合は８
３．２％で、成果評価は残念ながら今年度も２の段階
にとどまってしまった。昨年度よりも１．７ポイント低
い。４年前の８２．２％から２年連続して大幅に上昇し
てきたが、２年連続で下降する結果となってしまった。
感染症対策で、体験的な活動や、小集団での話し合
いなどの制限が続いている影響も大きいと考えられ
る。しかし、このような状況でも「今できること」を工夫
しながら教育活動を工夫しなければならないと考え
る。
○一人１台タブレット端末を積極的に活用し、集まらな
くても交流できる活動を工夫したり、主体的に問題解
決ができるような学習展開を計画したりすることで、コ
ミュニケーション能力や、情報活用能力、主体的に学
ぶ姿勢を育てていく。

Ａ 6

○コロナ禍の中イレギュラーな学校運営下にあって、感染症
対策で体験的な活動や小集団での話し合いなどの制限が続
いていることが大きく影響する結果となったことはよく理解でき
ます。その中でも、全ての項目で「４」の取組評価が出ているこ
とは素晴らしいと感じます。（成果評価２は少し辛口かなとも感
じます）
○コロナ禍の中、さらにタブレットの活用ができるように。
○外国語教育は大事だと思います。小中学校の教育で絶対
的に足りないのは工業系のＣＡＤ・ＣＡＭなど数値制御系の教
育だと思います。日本の高度成長を遂げた原点である工業系
エンジニアの不足です。教員自体が理解していないので、教
えることができていないのが現状？
○タブレット端末の活用については、今後様々な形が考えら
れると思いますが、安全安心で少しずつ進めていってもらいた
いと思います。
○外国語専科の他、独自の工夫で専科的な活動をしている。
○外国人を授業としてゲストティーチャーに呼ぶことはよいの
ですが、子供たちと遊びながら英語に触れていく方がより大切
だと思います。
○小さな大人を作る方向には行かないでほしい。子供ならで
はの情感・夢を育ててください。
○外国語学習から、地理・環境・民俗・生活などに関心が向か
うと、さらに社会問題まで発展するのかなと思います。
○タブレットを活用した授業の中で、児童がパワーポイントを
上手に使いこなしながら発表する姿には、順応性の高さに驚
きました。自宅での利用方法に関しては、定期的にルールを
発信していく必要性があると感じますが、今の流れに制限をか
けるのではなく、さらに加速させていくべきだと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4 ３：
８５％
以上
９０％
未満 Ｂ 2

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4
児童向けに行う
アンケートで「勉
強が好き」と回答
した児童の割合
（令和２年度の割
合は８４．９％、令
和元年度の割合
は８８．４％）

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

○学習規律や生活規律を身に付けさせるために、生
活指導部を中心にして全教員が連携して指導に当
たった。
○道徳教育推進教員がリードし、研修や教材の整理
を進め、道徳科の授業の質の向上に努めた。
○夏季休業中に「大田区立馬込第三小学校いじめ防
止基本方針」を見直し、９月末に改訂した。校内で研
修を行い、いじめの定義の再確認をし、全教職員がい
じめ防止の意識を高めた。
○学校生活調査や学級集団調査などの客観的な調
査結果だけでなく、日頃から児童一人一人の様子を
観察し、気になる児童については、全教員で情報交
換しながら組織的に対応してきた。
○毎週金曜日に行う生活指導夕会や、１学期と３学
期に行う児童理解の会で、全教員が支援を要する児
童の情報を共有し、支援方法の共通理解を図ってい
る。
○保護者アンケート（７５３名中６３５名回答で回答率
８４．３％）の「お子さんは、楽しく学校生活を送ってい
る」の回答での肯定的評価（４段階でＡ・Ｂ評価の合
計）の割合は９５．４％だった。昨年度と比べると１．２
ポイント下回った。一昨年度よりは１．３ポイント高いも
のの、成果指標の４段階にはわずかに届かなかっ
た。今年度は学級間の差が大きい傾向が見られた。
○特別な対応が必要な児童については、担任だけで
なく、学年での対応や全校での対応を続けていく。ま
た、必要に応じて、関係機関や保護者とも連携した対
応を行う。

4

4

4

3

○特別支援教育の校内研修を行い、児童の発達特
性に合わせた指導方法について学び、児童一人一人
に合わせた対応を組織的に行った。
○授業公開日の授業評価は、全教員で情報共有し、
その後の授業や、対応に生かしている。
○保護者アンケート（７５３名中６３５名回答で回答率
８４．３％）の「学校は一人一人のことを考え、一生懸
命指導している」の回答での肯定的評価（４段階でＡ・
Ｂ評価の合計）の割合は９１．０％だった。昨年度と比
べると、残念ながら２．２ポイント下がってしまい、一昨
年度よりも０．１ポイント低い結果となった。この項目も
学級差が大きい。
○児童一人一人が安全･安心した学校生活が送るこ
とができるように、校内での組織的な対応を強め、学
年内の連携・協力を深める。
○良質な教育環境つくりについて、学校運営協議会
で重点課題として検討し、地域・家庭との協働を進め
る。

３：
９３％
以上
９６％
未満

２：
９０％
以上
９３％
未満

１：
９０％
未満

4

4

4

4

4

4

4

4

１：
８５％
未満

○今年度は個別相談が１件もなかったことを踏まえると、先生
方が一丸となって取組されたことと感じます。ありがとうござい
ました。ただ、保護者アンケートで一定数「問題行動のあるお
子さんがいる」コメントがあります。幸いまだ「いじめ」や「不登
校」につながっていないようですが、きっかけのサインなので、
引き続き注視されてください。（必要に応じ、御相談ください）
○全教員の情報交換を強めてほしい。
○教職員のいじめ防止の意識を高めるために校内研修を実
施していることは評価できる。また、特別な対応が必要な児童
について、学校内だけでなく、関係機関などともケース会議を
実施している点は大いに評価できる。
○学校内でのいじめは、いつの時代も変わりません。不登校
につながる可能性が考えられます。義務教育では、頭のよい
子を作るのではなく、ドロップアウトする子を作らないことです。
○個々の児童の問題に関して、担当教員だけで問題を完結さ
せてしまうのでなく、関係機関や保護者と連携した対応を行っ
ていく姿勢が保護者から理解を得られる対応だと思います。

○コロナ禍の中イレギュラーな学校運営下にあっても、全ての
項目で「４」の取組評価が出ていることは素晴らしいと感じま
す。「体力向上部」の積極的な取組を今後もよろしくお願いい
たします。
○食育については、従来から他校にはない体験授業をされて
おり、久保田さんの「鯛の中のタイ」等は私自身ですらうらやま
しく感じます。
○放課後スポーツを時間差で取り入れたら。
○感染症の影響で運動習慣の定着を目指すための指導・教
育が難しい中、動画コンテンツを作成するなど工夫が見られる
点は大いに評価できる。
○感染症の影響下、工夫して体力向上に努めている。
○「早寝・早起き・朝ごはん」は必須ですが、全ての保護者が
対応できるわけではないので、常に気配りをお願いします。
○人数制限が引き続き行われる中で、様々な工夫で「今でき
ること」に取り組んでいるが、改善策にもあるように、家庭での
取組を取り入れる必要を感じます。

○馬三ホームページに公開されている授業改善推進プランに
則った取組をされていることがうおく分かります。校内研究・校
内研修の賜物が保護者にも伝わっていると思います。プラン３
同様学級差があることの改善をよろしくお願いいたします。
○学級差ってそんなにあるものなの？その差をなくす作業は
学校？家庭？
○授業を部分的でも「見える化」。ホームページ上でログインし
ないと見られない。（※セキュリティー上）
○サポートルームの活用等、児童の発達特性に合わせた指
導は、大森ブロック内でも関心が高く、今後さらなる充実が求
められていく事項だと思います。馬三のサポートルームは対応
もよく、発達特性のある児童をもつ保護者として感謝しており
ます。
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○コロナ禍の中イレギュラーな学校運営下にあっても、全ての
項目で「４」の取組評価が出ていることは素晴らしいと感じま
す。
○「タブレット端末／ＩＣＴの活用」という新しい学習の形を子供
たちはもちろん、先生方にとっても、より細かなデータ収集など
で活用できるようになれば結果的に働き方改革につながるの
ではと期待します。
○初めての経験の中、教科交換も取り入れ、頑張っているよう
に思う。
○落ち着いた授業態度が全てを語っている。
○漢字や算数の遅れは、中学に行ってもそのままつまずいた
状態です。より細かく個々に対応してください。
○目標達成の喜びは、皆別々にもっていることと思う。成績に
縛られず、与えられた喜びがさらに次の段階に進もうとする意
欲に結びつけられるといいなと思います。
○コミュニケーションが制限される中で、限られた時間の中で
成績評価を行うことは大変であると理解しています。しかしな
がら、児童の成績評価に関する問題点の指摘や、その発信が
なされているようには感じられません。保護者は普段授業を見
ることはできないので、成績表の評価で結果だけを示すので
はなく、そこに至るまでの経緯を知りたい。また、問題点がある
のであれば、こちらに向けてそのたびに発信してほしい。ここ
数年、そういった発信力に疑問のある先生を見てきている。

○授業改善推進プランを夏季休業中に作成し、計画
的に授業に生かしている。
○保護者アンケート（７５３名中６３５名回答で回答率
８４．３％）の「学校は学習内容を身に付けさせてい
る」の回答でのＡ評価（４段階で最上位）の割合は４
８．９％だった。昨年度と比べると、３．０ポイント上が
り、成果指標の４段階に達した。また、肯定的評価（４
段階でＡ・Ｂ評価の合計）の割合で見ても、今年度は
９７．２％あり、昨年度の９６．９％よりも０．３ポイント
上昇している。
○今後も、学習カルテを活用しながら、一人一人の学
習状況を把握し、適切な指導を進めていく。
○高学年では、教科交換も取り入れていく。

6

2

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

6

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

ユニバーサルデザインの視点で教室環境
を整える。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童の健康・体力向上に向けての取組を
組織的に行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

4

4

Ａ

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

各教科や学級活動などで話し合い活動を
通して自他の考えを尊重し合う態度を育て
る。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

東京ベーシックドリル（算数）を活用し、基
礎基本の定着を図る。

4

4

Ｄ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3

3

２：
７７％
以上
８２％
未満

１：
７７％
未満

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
８２％
以上
８７％
未満

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

家庭学習の習慣が身に付くように、家庭へ
の啓発を行う。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○コミュニティ・スクールモデル事業実施校として、年
間で６回の学校運営協議会を計画した。１２月までに
４回の学校運営協議会を開き、本校の課題やビジョン
について熱心に熟議をしていただいた。いただいた意
見を教育活動に生かしている。１月の第５回学校運営
協議会で、今年度を振り返り評価していただく。それを
生かして来年度の学校経営計画を作成し、２月の学
校運営協議会で承認していただく予定で進めている。
○６月に予定していた体育健康教育授業地区公開講
座は、感染症の影響で中止したが、体力向上に関す
る内容を７月の保護者会で伝えた。１１月の学校公開
は、感染予防のため時差登校で分割授業を行った。
セーフティ教室も無事開くことができた。
○学校支援地域本部には運動会の受付（検温・消
毒）や落ち葉清掃など、新しい試みもしていただいた。
○保護者アンケート（７５３名中６３５名回答で回答率
８４．３％）の「自分は学校の教育活動に協力してい
る」の回答での肯定的評価（４段階でＡ・Ｂ評価の合
計）の割合は８５．８％だった。昨年度と比べると、１．
５ポイント高くなった。まだコロナ禍での対応が続いて
いるため、保護者に協力していただく活動は少ないた
め、一昨年度と比べると低い数値になっていると考え
られる。
○来年度は、コミュニティ・スクールの正式実施に伴
い、地域学校協働活動を充実させていく。

○ＣＳモデル校としての協議を重ねた１年でした。関係者全員
が初めての試みですが、引き続き取り組んでいきたいと思っ
ています。ただ、今期中にモデルケースの実施ができなかっ
たことは大きな不安を感じました。まだ対外的に正式なアナウ
ンスができていない等の諸問題はあると思いますが、ここまで
先頭で進めてこられた校長先生・副校長先生の人事がドキド
キです。今年度もほぼ満点の学校運営ありがとうございまし
た。
○学校運営協議会の在り方をさらに考えていきたい。保護者
と学校の連携はうまくいっているように思う。
○年間を通しての地域行事は、年度初めに行事として学校に
提供することは可能ですが、伝達方法としてメール等でデータ
として発信できれば便利ではないでしょうか。ＰＷありで可で
す。
○学校運営協議会委員として全力で支えてまいります。
○コミュニティ・スクールモデル事業を地域・町会へさらなる発
信を進めていくしかない。
○コミュニティ・スクールモデル事業に対して意欲的に活動し
た1年間だったと感じている。馬込地域の特色である「地域の
コミュニティとのつながり」を今後さらに発展させ、保護者・児
童・学校・ＰＴＡ・地域コミュニティで一体となって地域学校協働
活動を充実させていきたい。こちらの事項も大森ブロック内の
他校からの関心も非常に高く、来年度以降のさらなる発展が
期待されていると感じています。こちらからも具体的なビジョン
を発信していければと思う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：
８７％
以上

0

0

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校運営協議会を開き、地域と一体となっ
て特色ある学校づくりを進める。

保護者向けに行
う「本校の教育に
関するアンケー
ト」における「自分
は学校の教育活
動に協力してい
る」の項目の回答
での肯定的評価
（４段階でＡ・Ｂ評
価の合計）の割
合
（令和２年度の割
合は８４．３％、令
和元年度の割合
は８６．４％）

0

学校関係者記入欄

6

2
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

保護者向けに行
う「本校の教育に
関するアンケー
ト」における「お子
さんは、楽しく学
校生活を送って
いる」の項目の回
答での肯定的評
価（４段階でＡ・Ｂ
評価の合計）の
割合
（令和２年度の割
合は９６．６％、令
和元年度の割合
は９４．１％）

１：
４０％
未満

目標に対する成果指標

２：
８０％
以上
８５％
未満

４：
９３％
以上

0

4

0

6

2

0

0

３：
９０％
以上
９３％
未満

２：
８５％
以上
９０％
未満

４：
９６％
以上

４：
４７％
以上

３：
４３％
以上
４７％
未満

２：
４０％
以上
４３％
未満

２：
８５％
以上
９０％
未満

１：
８５％
未満

0

保護者向けに行
う「本校の教育に
関するアンケー
ト」における「学校
は一人一人のこ
とを考え、一生懸
命指導している」
の項目の回答で
の肯定的評価（４
段階でＡ・Ｂ評価
の合計）の割合
（令和２年度の割
合は９３．２％、令
和元年度の割合
は９１．１％）

児童向けに行う
アンケートで「運
動が好き」と回答
した児童の割合
（令和２年度の割
合は９１．５％、令
和元年度の割合
は９２．８％）

Ａ

0

保護者向けに行
う「本校の教育に
関するアンケー
ト」における「学校
は学習内容を身
に付けさせてい
る」の項目の回答
でのＡ評価（４段
階で最上位）の
割合
（令和２年度の割
合は４５．９％、令
和元年度の割合
は４７．２％）

1

Ｃ

7

Ｂ

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
９３％
以上

Ｄ

３：
９０％
以上
９３％
未満

B

○６月に予定していた体育健康教育授業地区公開講
座は、感染症の影響で中止となった。しかし、そこで
保護者に伝える予定だった内容については、７月の
保護者会で動画も活用して伝えることができた。
○体力テストの実施前に種目の説明のための動画
「馬チャレ」を体力向上部が作成し、児童に好評だっ
た。
○持久走月間など予定していた体力向上の取組を持
久跳び月間に変更するなど、柔軟に対応しながら「今
できること」に取り組んだ。
○児童アンケート（７５３名中７３３名回答で回答率９
７．３％）で「運動が好き」と回答した児童の割合は９
０．０％で、成果指標の段階３となった。昨年度に引き
続き連続して数値が下がってしまった。
○感染予防対策のため、運動内容の制限が続いてい
る。密を防ぐために、人数制限も行っているので、運
動の機会も減っている。このような中でも、スポーツに
取り組む意識向上や体力向上を図るためには、学校
だけでなく、家庭での取組も取り入れるなどの工夫も
必要だと考える。運動習慣の定着を目指したプロジェ
クトについて、体力向上部を中心に検討する。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。


